
　平成25年度は、新たに2基を整備したが、年度内に工事が完了できなかった2基を繰り越し、平成26年
度に整備した。
　平成26年度は、新たに4基を整備したが、年度内に工事が完了できなかった1基を繰り越し、平成27年
度に整備した。
　平成27年度は、新たに1基を整備し、平成28年度への繰り越しはなかった。

80％
Ｈ26現年 5基 4基

Ｈ27
Ｈ26繰越 － 1基

25％
Ｈ27現年

Ｈ25現年 4基 2基

4基 1基

Ｈ25
Ｈ24繰越 － 4基

50％

Ｈ26
Ｈ25繰越 － 2基

区分 予算
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26繰越

福地字小田内地内（河北地区） 1基 40m3 Ｈ27現年

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことにより、地域住民の安全・安心な生活の確保と消防施設の
充実、強化が図られた。

予算の執行状況
予算額

23,824,680

決算額の財源内訳

決算額

23,755,680 9,555,165

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　災害発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備することにより、地域住民の
安全・安心な生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成27年度では、1基の整備にとどまっている。現在での市内全体の充足率は約9割となっているが、
河南地区が約7割と全域に比べ低いことから、河南地区の整備を進める必要がある。

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、2
基を整備した。

設置箇所

予
算
科
目

3 目

9 款 消防費

消防費1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )

4,707,5156,800,000

地方債国(県)支出金

2,693,000

消防施設関係費

設置基数 容量 予算

北村字草田地内（河南地区）

004-006-002-00629 事　業　名 耐震性貯水槽整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ78 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

一般財源

第 4 章

1基 40m3
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ポンプ置場名称

牡鹿地区団第1分団新山班

建築場所

新山浜台15番地

事業内容

軽量鉄骨造平屋建

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ77 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

一般財源

第 4 章

詰所

予算

004-006-002-00627 事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

7,500,000

地方債国(県)支出金

消防施設関係費

延床面積

無

　消防団ポンプ置場を新築することにより、当該地区の消防力の強化及び地域住民の安全で安心して生
活できる環境の確保が図られた。

区分

1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )
予
算
科
目

3 目

9 款 消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地区住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成27年度では、現年度分1棟の消防団ポンプ置場を整備した。
　地域住民の安全で安心して生活できる環境の確保を図るため、老朽化した消防団ポンプ置場を更新計
画に基づき、今後は、消防団の再編を見据えながら順次整備を進めていく必要がある。

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場を新築した。

28.98㎡

予算の執行状況
予算額

7,727,000

決算額の財源内訳

決算額

7,625,410 125,410

その他

（単位：円）

2棟 1棟

成果指標
達成率等

目標値 実績等

Ｈ27現年 1棟 1棟 100％

Ｈ25
Ｈ24繰越 － 2棟

50％
Ｈ25現年

Ｈ26
Ｈ25繰越 － 1棟

　平成25年度は、新たに1棟を整備したが、年度内に工事が完了できなかった1棟を繰越し、平成26年度
に整備した。
　平成26年度は、新たに1棟を整備した。
　平成27年度は、新たに1棟を整備した。

100％
Ｈ26現年 1棟 1棟

Ｈ27
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牡鹿地区団第8分団前網班

配備班

石巻地区団第3分団浜江場班

石巻地区団第6分団水沼東班

河北地区団第4分団針岡班

河北地区団第2分団新田班

河北地区団第3分団辻堂班

安心して健やかに暮ら
せるまち

日常の身近な安全性を
高める

Ｐ77 中　事　業

消防・救急救助を充実
する

一般財源

第 4 章

小型動力ポンプ付積載車

7台

004-006-002-00628 事　業　名 非常備消防自動車整備事業

第 6 節

( 2 )

復
興
計
画

(  )

(  )

34,500,000

地方債国(県)支出金

15,938,000

消防自動車関係費

台数

7台

　非常備消防車両等を整備したことにより、消防設備の充実と地域消防力の向上が推進され、当該地域
住民の安全で安心して生活できる環境が促進された。

桃生地区団第5分団山田班

1 項

総
合
計
画

消防施設費

(  )
予
算
科
目

3 目

9 款 消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　経年劣化した非常備消防車両等を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進
し、地域住民が安全で安心して生活できる環境の確保を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成27年度では、消防車両更新計画に基づき、7台の非常備消防車両等を整備した。
　今後、火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全で安心して生活できる環境の確保を図
るために、経年劣化した非常備消防車両等を更新計画に基づき、整備していく必要がある。

　消防車両更新計画に基づき、小型動力ポンプ付積載車7台を整備した。

車種

予算の執行状況
予算額

56,160,000

決算額の財源内訳

決算額

56,160,000 5,722,000

その他

（単位：円）

100％

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ27 7台 7台 100％

Ｈ25 7台 7台 100％

Ｈ26 7台
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

Ｈ27 20本 20本 100％

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26 30本 17本 56.7％

Ｐ114 中　事　業

あけぼの三丁目36 あけぼの緑地内

一般財源

第  章

情報伝達手段の整備

門脇字元浦屋敷60-4 旧青果市場

築山四丁目110-10 石巻市772開発公園

大街道東二丁目28-26 開発613号公園

001-102-001-00910 事　業　名 防災行政無線屋外子局整備事業〔復興交付金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 2 )

59,247,000

地方債国(県)支出金

防災行政無線屋外子局整備事業費

設 置 箇 所 施　設　等

重吉町8-20 石巻広域クリーンセンター

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )
予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　平成30年度までに100基を新市街地や難聴区域を中心に防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を
実施する。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　本事業において、多くの難聴地区の解消が図られるが、依然、難聴地区が残存しているため、今後も
復興事業の進捗状況に合わせて、防災行政無線屋外子局整備事業を継続する。
　平成26年度未対応分13基については、平成29年度及び平成30年度に対応する。

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施した。

【設置箇所一覧】

予算の執行状況
予算額

75,254,000

決算額の財源内訳

決算額

74,059,920 14,812,920

その他

（単位：円）

南境字竹下92地先 石巻専修大学　北側

南境字新水戸213-2 石巻専修大学　南側

日和が丘一丁目32-2 日和山公園

新栄二丁目16-11 仮設新栄東団地

開成1-5 石巻ルネッサンス館

荻浜字田ノ浜山1-9 荻浜中学校

大森字内田301地先 大森公民館

三輪田字寺待井42 竹ノ迫貯水池

須江字横手1-1 河南中央公園

桃生町中津山字八木191-1 福祉センター

大森字新大土62地先 市道日影1号線

沼津字山崎26-4 市道沢田沼津線

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、難聴区域の解消が図られた。

小船越字山畑150 河北中学校

桃生町寺崎字植立20 桃生中学校

南境字大樋7 石巻商業高等学校
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　防災ラジオの製造及び販売

1　防災ラジオの製造　　　　3万台

　(防災ラジオの仕様）

　　ラジオ石巻1波受信。通常時ＡＣアダプター電力、停電時乾電池電力。

2　販売価格

　(1)戸別受信機設置のない世帯 1,000円

　(2)2台目以降の購入 5,000円

　(3)戸別受信機設置世帯 5,000円

　(4)事務所・事業所用 5,000円

　防災行政無線、Ｊアラートなどの緊急情報を受信できる防災ラジオの普及が図られた。

中　事　業

一般財源

第  章

Ｈ26 426台

事　業　名 防災ラジオ普及事業〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

(  )

(  )

124,548,000

地方債国(県)支出金

地域防災力向上対策費

その他

（単位：円）

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

(  )
予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　ラジオ石巻の放送伝達エリアに含まれない難聴区域の解消を図るために、ＦＭ中継局を増設するとと
もに、販売価格の見直し等を図りながら販売を促進する必要がある。今後は、難聴対策や価格の見直し
等についてのチラシを全戸配布するとともに、市内各地で防災ラジオ販売会を実施することで販売を促
進していく。

区分 販売台数

成果に係る評価

事業コード

　災害発生時、防災行政無線と連動することにより、緊急避難情報等をいち早く市民に周知すること
で、市民の生命を災害から守る。また、室内に設置することで大雨の際や気密性の高い住宅でも必要な
事項を収集できる。

目的及び事業内容

Ｈ27 9,843台

予算の執行状況
予算額

154,548,000

決算額の財源内訳

決算額

154,548,000 30,000,000
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円

円

円

円

円

自主防災組織の組織率

Ｐ115 中　事　業

一般財源

第  章

防災対策の見直し

補助金種別

防災資機材購入費補助金

001-103-003-00296 事　業　名 自主防災組織機能強化事業〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 3 )

6,418,040

地方債国(県)支出金

地域防災力向上対策費

申請件数 補助金額

5件 471,000

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )
予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費

成果に係る評価

事業コード

　自主防災組織を組織していない町内会等に組織化を促すとともに、既存の自主防災組織を強化するた
め、防災資機材等の補助金を交付し、自主防災組織の活動の支援、地域における防災力の向上､防災意
識の高揚を図る。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　補助金利用率については、平成26年度に要網の一部改正を行い、若干上向いたものの、まだまだ利用
率が低い。そのため、自主防災組織での使い勝手の良い制度となるよう補助金要網の改正が必要であ
る。

　「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、自主防災組織が行う活動に対して補助を
行った。
　また、地域防災の要となる防災訓練への補助が年々増加している状況である。

補助実績

予算の執行状況
予算額

7,454,000

決算額の財源内訳

決算額

6,418,040

その他

（単位：円）

　本市主催の講座により、昨年度から併せて121名が防災士の資格を取得した。

防災訓練費補助金 63件 1,157,000

防災倉庫設置費補助金 2件 600,000

食糧備蓄購入費補助金 6件 1,137,000

Ｈ27 230組織

合計 76件

221組織 96.1％

3,365,000

　講座実施日：平成27年12月19日（土）～20日（日）　石巻市遊楽館　72人受講

　防災士養成研修講座実施業務委託料：3,053,040円

※防災士養成については、市主催の講座受講により資格を取得している。

339組織

※平成27年度から自治会等の組織に対する自主防災組織の設置を組織率と改めた。

　また、目標値を組織数とし目標を明確化した。

　延べ76組織の自主防災組織に対して補助金を交付し、組織の機能強化、地域の防災力の向上に寄与す
ることができた。

区分
成果指標

達成率
自治会等組
織数目標値 実績等
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年次計画に基づく非常用食糧の配備

事　業　名 災害用備蓄配備事業〔復興基金〕

第  節

(  )

( 1 )

( 1 )

( 1 )

区分
成果指標

備蓄物品

地域防災力向上対策費

12,500食 50％

500箱

中　事　業

001-101-002-00284

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

　石巻市災害時備蓄計画に基づき災害用備蓄用品を配備することにより、災害時に各家庭から非常用持
出品を持参できなかった避難者に対し備蓄品を支給できるようになり、避難所開設時における初期運営
の円滑化と、長期化した際の避難生活の安定が図られた。

第  章

防災施設の整備

款
復
興
計
画

総
合
計
画

東日本大震災関係費

消防費

消防費

事業コード

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、災害用備蓄を計画的に配備するもの。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

1 項

予
算
科
目

6 目

9

取　組　実　績

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、非常用食糧及び非常用飲料水を指定避難所等27箇所へ配備した。
　また、本庁及び各総合支所に粉ミルクを配備した。
　さらに、高台避難場所や集中備蓄倉庫用として、年次計画とは別に非常用食糧、飲料水を追加購入
し、配備を行った。

Ｐ113

10,733,778

その他

（単位：円）

25％

一般財源

成果に係る評価

　平成27年度に石巻市災害時備蓄計画の最終年度を迎え、計画どおり全ての指定避難所等に備蓄品が配
備されたが、復興公営住宅を含む津波避難ビルや津波避難タワー等の増加等、状況が変化していること
から、平成28年度以降は、備蓄品の配置や数量等を精査し、石巻市災害時備蓄計画の改定を行い、避難
者に対し備蓄品が支給できる円滑な体制を維持及び強化する必要がある。

10,733,778

地方債

実績等

予算の執行状況

Ｈ24 12,500食
成　　　　果

11,120,000

決算額の財源内訳

決算額

粉ミルク

簡易無線機 4台 タワー3台、蛇田支所1台

防災倉庫

達成率

国(県)支出金

指定避難所等に配備した主な物資及び数量

備蓄物品 数量 備考

非常用食糧

予算額

Ｈ25

12,500食

年次計画に基づき配備非常用飲料水 12,600Ｌ

5棟
出会いの丘1（湊字不動沢山）2棟、出
会いの丘2（湊字葛和田山）1棟、石巻
専修大学2棟

非常用食糧 1,172食
高台避難場所や集中備蓄倉庫に配備

備考

非常用飲料水 1,152Ｌ

備品購入

※石巻市災害時備蓄計画に基づき、平成24年度から平成27年度までの4年間で目標値を達成した。

50,000食

Ｈ27 12,500食 100％

数量

目標値

Ｈ26 12,500食 75％

- 288 -

第12号　　アムズガーデン石巻湊店 補助金額： 2,499,000円

第24号　　協業組合石巻廃棄物処理センター 補助金額： 2,854,000円

　 第12号　　アムズガーデン石巻湊店 平成27年4月14日協定締結

第13号　　石巻市営吉野町復興住宅 平成27年4月30日指定

第14号　　石巻市営黄金浜第一復興住宅 平成27年4月30日指定

第15号　　石巻市営大街道西第二復興住宅 平成27年9月18日指定

第16号　　石巻市営大街道北復興住宅 平成27年9月18日指定

第17号　　石巻市営黄金浜第二復興住宅 平成27年9月18日指定

第18号　　石巻市営中里一丁目復興住宅 平成27年12月1日指定

第19号　　石巻市営中央第二復興住宅 平成27年12月1日指定

第20号　　石巻市営駅前北通り復興住宅 平成27年12月1日指定

第21号　　石巻市営不動町復興住宅 平成27年12月1日指定

第22号　　石巻市営筒場復興住宅 平成28年3月18日指定

第23号　　石巻市営新沼復興住宅 平成28年3月18日指定

第24号　　協業組合石巻廃棄物処理センター 平成28年3月31日協定締結

補助金交付事業所数

40％

5件 3件 60％

Ｈ26

区分

6件5件

Ｈ27 5件 2件

予算の執行状況
予算額

22,500,000

決算額の財源内訳

決算額

5,353,000 1,071,000

その他

4,282,000

成果に係る評価

事業コード

　津波から市民の安全を確保するため、民間事業者等が設置、建設する津波避難場所に対し、市と管理
協定の締結を行い津波避難ビルとして指定するとともに、津波避難場所整備事業費補助金として補助
し、津波避難場所の整備促進を図るもの。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　平成27年度までに、24件の津波避難ビルを指定したことにより、避難困難エリアは徐々に減ってきて
いる。
　今後も、津波避難場所のない地区に重点を置いた事業推進が必要である。

　津波避難場所整備事業費補助金2件を交付した。なお、補助金交付事業所2件と復興住宅11件の計13件
を津波避難ビルとして指定した。

Ｈ25

1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )
予
算
科
目

6 目

9 款
みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築

消防費
復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

地方債国(県)支出金

地域防災力向上対策費

120％

（単位：円）

　津波避難場所整備事業費補助金

一般財源

001-101-003-00286 事　業　名 避難ビル整備事業〔復興交付金〕

第  節

Ｐ113

消防費

中　事　業

第  章

防災施設の整備

成果指標
達成率

(  )

目標値 実績等

　津波避難ビルの指定

　津波避難ビルの指定により、沿岸部における市民の不安の解消の一助となった。
　また、民間事業者が整備した施設について、防災機能の強化促進が図られた。
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　※成果指標については当年度竣工数とした。

Ｈ26 1件 1件 100％

Ｈ27 3件 3件 100％

　津波避難タワーの整備により、津波発生時において高台等への避難が遅れた場合の避難場所が確保さ
れた。

津波避難タワー整備状況

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

(4)入口 震度5以上で自動解除されるキーボックスを設置。

居住部に104人、屋上に110人、合計214人が避難可能。室内には簡易トイレ設置場所2か

所、収納型ベンチを設置し飲料水、食糧、防寒ポンチョなどの災害時備蓄品を収納し
た。室内に移動パーテーションを設置し、最大で3分割することが可能。

(3)屋上 太陽光パネルと室内の蓄電装置により、3日間は停電時にも照明などが使用可能。

ヘリコプターによる救助を想定し、夜間でも視認できるように照明ランプを設置。

予算の執行状況
予算額

465,768,809

決算額の財源内訳

決算額

434,121,880 89,072,880

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　津波避難困難区域等において、津波避難ビルの指定が困難な場所に避難タワーを整備することによ
り、津波発生時の緊急避難を可能とし、住民の安全を確保するもの。

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　津波避難タワー3基を整備したことにより平成27年度で4基の整備となったが、今後も、津波避難ビル
の指定が困難な地区を見定めながら災害に強い街づくりを目指していくことが必要である。

　魚町一丁目津波避難タワー〔建設工事〕　平成27年12月15日から供用開始

　魚町三丁目津波避難タワー〔建設工事〕　平成27年12月15日から供用開始

予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費

みんなで築く災害に強
いまちづくり

新たな防災体制の構築1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

( 1 )

345,049,000

地方債国(県)支出金

避難タワー整備事業費

　西浜町津波避難タワー〔建設工事〕 平成28年3月24日から供用開始

(1)構造 鉄骨造平屋建、床面積127㎡、建築面積195㎡、塔脚部8～10ｍ、軒高12.6～14.4ｍ、

001-101-003-00676 事　業　名 避難タワー整備事業〔復興交付金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

( 1 )

( 1 )

Ｐ114 中　事　業

一般財源

第  章

防災施設の整備

2か所に階段を設置。

(2)設備
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　　　　消防ポンプ自動車　1台

      　水槽付消防ポンプ自動車　1台

　　　　救急車　　1台

　　　　広報車　　1台

　(2) 出動体制

　　　2個分隊編成　（25人体制）

2　仕様

　(1) 敷地面積　　　2,417.19㎡

　(2) 構　　造　　　鉄筋コンクリート造2階建

　(3) 延べ床面積　　890.62㎡

予算の執行状況
予算額

320,258,000

決算額の財源内訳

決算額

230,741,809 62,452,720

その他

（単位：円）

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災による消防救急態勢の強化のため、消防署所の再編により蛇田地区に石巻消防署西分署
を整備する。
　住所：石巻市向陽町五丁目12番1号

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　石巻消防署西分署の消防救急態勢が整備され、同地区の消防救急拠点としての消防力が増強された。

予
算
科
目

6 目

9 款 消防費

消防費1 項

総
合
計
画

東日本大震災関係費

(  )

168,289,089

地方債国(県)支出金

（仮称）石巻消防署西分署建設事業費

　(1) 配備車両

事　業　名 石巻消防署西分署建設事業〔復興交付金・復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

(  )

(  )

中　事　業

一般財源

第  章

 石巻消防署西分署の整備に伴い、新蛇田地区における消防救急態勢が整備された。

1　配備体制
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　　　　消防ポンプ自動車　1台

　　　　救急車　　1台

　　　　広報車　　1台

　(2) 出動体制

　　　2個分隊編成　（17人体制）

2　仕様

　(1) 敷地面積　　　2,711.43㎡

　(2) 構　　造　　　鉄骨造平屋建

　(3) 延べ床面積　　593.00㎡

中　事　業

一般財源

第  章

 女川消防署牡鹿出張所の復旧に伴い、同地区における消防救急態勢が整備された。

(  )

事　業　名 女川消防署牡鹿出張所建設事業〔復興基金〕

第  節

(  )

復
興
計
画

(  )

6,759,882

地方債国(県)支出金

155,803,000

（仮称）女川消防署牡鹿出張所建設事業費
消防施設等災害復旧費

1　配備体制

消防費
災害復旧費
消防費
その他公共施設・公共施設災
害復旧

1
5

項

総
合
計
画

消防施設費
その他公共施設災害復旧費

(  )
予
算
科
目 6

1
目

9
11

款

成果に係る評価

事業コード

　東日本大震災の津波により女川消防署牡鹿出張所が全壊し、牡鹿地区の消防力が低下したため、これ
を復旧し同地区の消防力回復を図る。
　住所：石巻市鮎川浜字清崎山6番地2

目的及び事業内容

実施計画
掲載ページ

成　　　　果

取　組　実　績

　女川消防署牡鹿出張所の消防救急態勢が整備され、牡鹿地区の被災による消防力の回復が図られた。

　(1) 配備車両

予算の執行状況
予算額

327,904,208

決算額の財源内訳

決算額

325,308,042 162,745,160

その他

（単位：円）
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